
























　本調査地点では、西半北側を A 区、西半南側を B 区、東半西側を C1 区、東側を C2 区に区分し、
計４つの調査区を設定した。また、本調査地点は世界測地系に基づく平面直角座標系・第Ⅳ系の










































































































　弥生時代前期中葉の水田が検出された。水田は、標高 1.2 〜 1.5m で検出され、弥生時代前期中葉
















52 図）、６～ 11 層は C1 区サブトレンチ東壁・南壁 H-H' 土層断面（第 55 図）を基準とし、必要に応
じ他地区の層序を用い説明する。また、既往の調査成果（中村 2000a など、本書第 20 図）を参照し
つつ各層の年代を比定した。
表土・攪乱　現地表面は標高 3.2 ～ 3.3m、厚さ 80 ～ 90cm 程度である。近代以降に形成されたと考
えられる。
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 １層　造成土とみられる。上面は標高 2.5 ～ 2.6m、厚さ 20 ～ 30cm 程度である。近世以降に形成さ
れたと考えられる。
 ２層　明緑灰色 7.5Y7/1 のシルトで、上面は標高 2.4m、厚さ 10 ～ 20cm 程度である。近世以降の水
田耕作土と考えられる。
 ３層　浅黄色 5Y7/4 の砂層で、上面は標高 2.2 ～ 2.3m、厚さ 30 ～ 40cm 程度である。近世以降に形
成されたと考えられる。３層上面を第１遺構面とした。
 ４層　褐灰色 7.5YR4/1 の粘土で、マンガンを含む。上面は標高 1.9m、厚さ５～ 15cm 程度である。
既往調査の「黒褐色土」に相当し、弥生時代前期末・中期初頭～中世の土壌化層であることがわか
っている（中村 2000a）。
 ５層　黄橙色 7.5YR7/8 の砂層で、マンガンを含む。上面は標高 1.8m、厚さ 25 ～ 40cm 程度である。
下層がグライ化し分層できる場合は、上層を 5-1 層、グライ化した下層を 5-2 層とする。5-2 層は
オリーブ灰色 5GY6/1 の砂層で、マンガンを含む。上面は標高 1.5m 付近、厚さ 10 ～ 20cm 程度であ
る。既往調査の「黄褐色細砂層」に相当し、弥生時代前期中葉〜前期末・中期初頭の洪水起源砂層
であることが明らかにされている（中村 2000a）。５層上面を第２遺構面とした。
 ６層　オリーブ黒色 10Y3/1 の粘土である。既往調査の「暗褐色粘質土層」に相当し、その上面では
突帯文・遠賀川併行期〜弥生時代前期中葉の遺構が検出される（中村 2000a）。本調査地点では水
田畦畔が検出された。畦畔上面が標高 1.5m、水田面の上面は標高 1.4m、厚さ 15 ～ 35cm 程度であ
る。B区西壁 C-C' 土層断面（第 51 図）では、畦畔の盛土と考えられる部分が分層でき、これを 6'



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































層とした。6' 層はオリーブ褐色 2.5Y4/3 の粘土で鉄分・マンガンを含む。C1 区東壁 F-F' 土層断面
（第 53 図）では、６層は２層にわかれる。上層の 6-1 層は暗褐色 10YR3/3 の粘土で、土壌化し一部
攪拌される。下層の 6-2 層はオリーブ黒色 10Y3/1 の粘土である。
　　なお、水田が形成されない C2 区の自然落ち込み付近では、６層の様相がやや異なる（第 65 図）。
上層を 6-3 層と下層を 6-4 層としたが、基本的に同質である。6-3 層は明青灰色 5B7/1 の粘土でグ
ライ化し、炭化物含む。6-4 層は暗青灰色 5B4/1 の粘土で、6-3 層に比べ細片の炭化物を含む。６
層上面を第３遺構面とした。
 ７層　C1 区サブトレンチ（第 55 図）では、灰白色 7.5Y7/1 の粘土で、上面は 1.1m、厚さ 10 ～ 20cm
程度である。なお、A 区中央西壁 A-A'・東壁 B-B'（第 50 図）や B 区西壁 C-C'（第 51 図）ではや
や色調が暗い部分もみられる。
 ８層　土色によって２層に分層できる部分がある。上層の 8-1 層は灰 5Y5/1 の粘土で炭化物を含む。
上面は標高 1.0m、厚さ 10 ～ 15cm 程度である。8-2 層は灰オリーブ 5Y5/2 の粘土で、炭化物を含む。
上面は標高 0.9m、厚さ 10 ～ 15cm 程度である。
 ９層　灰白 7.5Y7/2 の粘土で、炭化物を少量含む。上面は標高 0.8m、厚さ 10 ～ 20cm 程度である。
 10 層　灰 5Y4/1 の粘土で、炭化物を含む。上面は標高 0.6 ～ 0.7m、厚さ 10 ～ 15cm 程度である。
 11 層　灰 7.5Y6/1 の粘土、炭化物を少量含む。上面は標高 0.5 ～ 0.6m、厚さ 20cm 以上である。








































西の A区（第 56・57 図）では、標高 1.8m 前後の微高地から南に向かって落ち込む谷状地形が形成さ
れる。もっとも低いところで標高 1.5m 前後である。微高地や谷状地形では水田は検出されていない。






50m の範囲に 70 枚程度の水田面が検出された。とくに、B 区（第 58・61 図）西側３分の２の範囲で
は、畦畔を明瞭に検出できたため、この部分について検討する。これらは小区画水田に分類され、各
区画の形態は、東西を長辺にした長方形のものが多く、正方形に近いものもわずかにみられる。規模
は、一辺 1.5 ～ 7.0m 程度、面積は４～ 25 ㎡程度で 10 ㎡前後のものが中心となる。




上端幅 50 ～ 120cm 程度、下端幅 110 ～ 170cm 程度、高さ数～ 15cm 程度である。小畦畔の規模は、上








































































































































































































































































第 59 図　C1 区第３遺構面平面図



































第 60 図　C2 区第３遺構面平面図




































































第 62 図　C1・2 区第３遺構面全景（南から）
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　自然落ち込みは C2 区南東隅で検出された。土層断面・検出状況・遺物出土状況を第 65 図に示して
いる。検出された層位は、水田面と同じ６層上面である。平面規模は残存部分で、東西 10.6m、南北
8.5m 程度である。５層を除去した段階では、上端から緩やかに標高が低くなる状況が確認され、上
端の標高 1.1m 前後、下端の標高 0.6m 前後、深さ 0.5m 前後であった。第 60 図の自然落ち込み部分に
ついては、この段階の等高線を記録したものである。
　さらに、自然落ち込み中央に南北方向のサブトレンチを設定し、土層断面 K-K'（第 65 図）を観察
したところ、南半でさらに一段下がる部分が検出された。最も低い南端で標高 0.3m 前後である。そ
こには基本層序 6-3・4 層と似た埋土が２層堆積している状況が確認された。上層の１層は明青灰色
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溝１（第 68・71 図）　B区に位置し、南北方向にのびる。幅 0.3 ～ 0.6m、長さ 4.1m、深さ 15 ㎝である。
断面形態は段を有しテラス状を呈する部分がみられる。
溝２（第 53・69 〜 71 図）　C1 区と C2 区で検出された東西方向にのびる溝である。両区の溝は連続
するものとみられるため、一括し溝２と報告した。C1 区では中央付近は攪乱により削平されてい
























































































































































































































第 69 図　C1 区第２遺構面平面図
88 第２節　調査成果
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土坑・ピット２（第 58・72 図）　B 区の６層上面から検出された。長径 0.8m、短径 0.6m の不整楕円
形で深さ 10 ㎝である。
土坑・ピット３（第 58・72 図）　B 区の６層上面から検出された。長径 0.7m、短径 0.6m の楕円形で
深さ５㎝である。
土坑・ピット４（第 60・72 図）　C2 区の５層中から検出された。長径 0.6m、短径 0.5m の不整楕円形
で深さ 20 ㎝である。
土坑・ピット５（第 60・72 図）　C2 区の５層中から検出された。長径 1.0m、短径 0.8m の楕円形で深
さ 25 ㎝である。
土坑・ピット６（第 60・72 図）　C2 区の５層中から検出された。長径 0.6m、短径 0.5m の楕円形で深
さ 10 ㎝である。
土坑・ピット７（第 60・72 図）　C2 区の５層中より検出された。直径 0.45m の不整円形で深さ 25 ㎝
である。後述する土坑・ピット 18 は土坑・ピット７のほぼ直上に位置し、直径もわずかに大きい
点から、両者は同一の遺構と考えられる。
土坑・ピット８（第 60・72図）　C2区の５層中より検出された。直径 0.15mの円形で深さ 10㎝である。




土坑・ピット 12（第 68・72 図）　B区の５層上面より検出された。直径 0.2m の円形で深さ 10 ㎝以上
である。埋土は灰白色 5Y8/1 の砂層で、５層上面で検出された他の遺構の埋土とは異なる。上層で
掘り込み面を検出しえなかったが、現代のボーリング調査などの痕跡の可能性がある。
土坑・ピット 13（第 68・72 図）　B 区の５層上面より検出された。長径 1.1m、短径 0.7m の不整楕円
形で深さ 25 ㎝である。埋土は５層上面で検出された他の遺構同様、オリーブ黒色の粘土であるが、
５層のブロックが含まれる。
土 坑・ピット 14（第 69・72 図）　C1 区の５層上面より検出された。長径 0.4m、短径 0.3m の楕円形
で深さ 10 ㎝である。
土 坑・ピット 15（第 69・72 図）　C1 区の５層上面より検出された。長径 0.4m、短径 0.3m の楕円形
で深さ 10 ㎝である。
土 坑・ピット 16（第 69・72 図）　C1 区の５層上面より検出された。長径 0.8m、短径 0.6m の楕円形
で深さ 10 ㎝である。













　　20 ～ 23 は大谷焼である。20・21 は瓶あるいは徳利と考えられる。内外面とも回転ナデ調整が施
される。20 は碁笥底状の断面三角形の削り出し高台、21 は平底もしくは若干の上げ底である。製














燈明具である。23 は「断面三角形の脚部上端に受皿の付く A類」に分類される（日下 2000）。燈明
具は 19 世紀前半から 20 世紀初頭にみられる（日下 1998a・2000）。
　　24 は備前焼燈明皿である。器壁は 1.5 ～ 2.5mm と薄い。内面全体に塗土が施される。外面全体
が同心円状回転ヘラケズリ調整により、糸切り離し痕はみられない。胎土は赤または橙色で焼成
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